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李奕驍君提出の論文「Software Platforms for Modern Embedded Systems: Tech-

niques Towards Productivity, Reliability and Scalability（邦題：組込みシステムのソ
フトウェアプラットフォーム：生産性、信頼性、スケーラビリティに関する技術）」は，
近年の高度化する組込みシステムの生産性，信頼性，スケーラビリティを向上させる
ためのソフトウェアプラットフォームに関する一連の研究をまとめあげたもので，5章
で構成される．
第 1章は序論であり，近年，組込みシステムが複雑化していることを述べ，生産性，

信頼性，スケーラビリティを向上させるために，ソフトウェアプラットフォームが果た
すべき役割の重要性を説明している．また，本論文の構成と概要について述べている．
第 2章では，LEGO Mindstorms EV3向けのソフトウェアプラットフォームとして

開発したEV3RTについて述べている．EV3RTは，リアルタイムOSをベースとする
プラットフォームであり，各種のオープンソースソフトウェアを活用しつつ，コネク
ティビティの要求とリアルタイム性能を両立させた．また，アプリケーションの開発
効率を向上させるために，静的OSのための動的モジュールローディング機構を提案
している．EV3RTの実行性能とメモリ使用量を評価し，Linuxをベースとするプラッ
トフォームと比べて，リソースと時間制約が厳しいアプリケーションにおいて優位性
があることを示している．
第 3章では，既存のマルチコア向けリアルタイムOS上で，ハイパフォーマンスア

プリケーションを実行するためのテストベッドである FMP-MCを構築した．72 個の
コアを持つメニーコアプロセッサ上で，Linuxと比較解析することで，既存のリアル
タイムOSが共通に持つと考えられるいくつかのボトルネックを発見し，それらを解
決している．その結果，並列アプリケーション向けのベンチマークプログラムを用い
て，既存のマルチコア向けのリアルタイムOSが，メニーコア上でも高いスケーラビ
リティを発揮できるよう最適化できることを示した．
第4章では，マルチ/メニーコアプロセッサを用いた組込みシステム向けの汎用のソー

スコードプロファイリングツール構築環境として，ESPROFを提案している．ESPROF

は，ユーザが，必要性に応じて最適化したプロファイリングツールを，容易に構築す
ることを可能にするものである．ESPROFを用いたプロファイリングツールの例とし
て，スケーラブルコールグラフプロファイラを実装し，36個のコアを用いたプラット
フォーム上のベンチマークアプリケーションの計測が，既存のツールより，高い正確
性，小さいオーバヘッドで実現できることを示した．
第 5章は結論であり，本論文の成果をまとめるとともに，今後の課題について論じ

ている．
以上のように，本論文は，生産性，信頼性，スケーラビリティを向上させるための

ソフトウェアプラットフォームに関する研究に取り組み，いずれにおいても有効な成



果を挙げている．また，研究成果の一部は，オープンソースソフトウェアとして提供
されており，広く利用されている．提案した技術や発見した知見は，いずれも，学術
的な新規性に加えて実用性も高いものであり，情報科学の学術上・技術上の寄与が大
きい．よって，本論文提出者，李奕驍君は，博士（情報科学）の学位を受けるに十分
な資格があるものと判定した．




